
まずはかかりつけ医に相談してみましょう。 

・「板橋区医師会もの忘れ相談医」に相談してみましょう。
※「板橋区医師会」ホームページに医療機関一覧が掲載されています。

・「認知症サポート医」に相談してみましょう。
※養成研修を修了し、かかりつけ医への助言などをおこなう医師です。

　東京都福祉保健局「とうきょう認知症ナビ」に認知症サポート医名簿が　　

　掲載されています。

（1）医師への相談：かかりつけ医・もの忘れ相談医・認知症サポート医

（2）おとしより相談センター（地域包括支援センター）

（3）「医師によるもの忘れ相談」

認知症のご本人やその家族を支援するための総合相談の窓口です。

認知症に関する相談や、認知症の心配があっても医療や介護サービスの利用ができずに

困っているなど、専門職がさまざまな支援・相談対応をおこないます。

お住いの地域を担当するおとしより相談センターにご相談ください。

　問合：お住いの地域を担当するおとしより相談センター（裏表紙参照）

　時間：月～土曜（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後５時

もの忘れが心配な方が、もの忘れ相談医に無料で相談できる「医師によるもの忘れ相談」

（予約制）を実施しています。

　日時：原則として毎月第３土曜日発行の「広報いたばし」に相談日時と会場を掲載し、

　　　　翌月曜日の午前９時から予約受付開始となります。

　申込：相談日を担当するおとしより相談センター（裏表紙参照）

　問合：おとしより保健福祉センター  認知症施策推進係　☎５９７０-１１２１

　時間：月～土曜（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後５時

（4）「おとしよりなんでも相談」

高齢者の健康・介護・介護予防などについての不安や悩み、困っていることなどの

電話相談窓口です。どうぞお気軽にご相談ください。

　電話：０１２０-９２５-６１０

　時間：２４時間３６５日

　相談内容：高齢者の病気・健康 / 高齢者の介護及び介護予防 / 介護で生じるメンタル不調 / 

　　　　　　介護保険制度や高齢者福祉サービス  など

３  相談したい

専門医療機関の受診には、かかりつけ医からの紹介状があるとスムーズです。

医療機関を探したい時は、「医療機関を探したい」（P9）もご参照ください。

 

 

 
知っていますか？ACP（人生会議）コラム②

誰でも、突然に命に関わる大きな病気やケガに遭遇して、意思を伝えることが難し

い状態になる可能性があります。ＡＣＰ（人生会議）は、最期まで自分らしく生きる

ため、これからの生き方をあらかじめ自分自身で考え、身近な人と繰り返し話し合い、

伝えておく仕組みです。

例えば、「自分が大切にしていること」「自分はどう生きたいか」などの価値観や、「ど

こで暮らしたいか」「どのような医療・ケアを望むか」などの医療・ケアの希望など

を身近な人と話してみましょう。

板橋区には、認知症と診断されてからも、地域とつながる場所やサポートする仲間

がたくさんいます。そして家族や地域の方と一緒にいきいきと生活を送っている方

たちが多く暮らしています。

悩み、葛藤、不安がありつつも、あの場所があるから、あの人がいるから今日も頑

張ろうと思えるつながりがあります。

私たちは、それぞれが異なる境遇の中で暮らしています。多様な価値観の中で、あ

なた自身の「私と認知症」を考えてみませんか？

（5）その他の相談（都内の電話相談）

公益社団法人

認知症の人と家族の会 東京都支部
新宿区左門町２０　四谷メディカルビル２階　

アルツクリニックＰＥＴラボ内

運転免許の自主返納について

高齢者虐待専門相談

認知症てれほん相談 ☎５３６７-２３３９

（火・金曜 午前１０時～午後３時）

本部（京都府）の電話相談（月～金曜 午前10時～午後３時）

☎０１２０-２９４-４５６

板橋警察　 ☎３９６４-０１１０

志村警察　 ☎３９６６-０１１０

高島平警察 ☎３９７９-０１１０

☎５９７０-７３４８

（２４時間３６５日）

詳しく知りたい方は、各ホームページをご覧ください。

▶「厚生労働省 人生会議」で検索　▶「日本医師会 ＡＣＰ」で検索
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